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工程別チェックシート（急傾斜）

Ver.H28.11

１．調査対象箇所の確認

確認内容：対象範囲内の調査対象箇所が抽出・整理されているかを確認する。

確認成果：発注者確認協議時の箇所抽出図〔急傾斜〕（1/2500～1/25000）、調査対象箇所の一覧表

従来手法 システム利用

基礎調査会社において，調書の内容について事前に照査を行っている。

抽出条件の設定は正しいか。
（過疎地域・都市計画区域は考慮されているか。）

人家等のない箇所がある場合、開発可能地の条件を満たしているか。

開発計画の策定区域を確認しているか。

法律により土地利用が制限されている区域が考慮されているか。

既往箇所と新規抽出箇所が整理されているか。

調査対象箇所と対象外箇所が整理されているか。

隣接小学校区の調査状況を確認しているか。
また，調査されている場合，整合を取っているか。
管理者が明らかで対象外とした斜面はどこか整理されている。（道路法面、鉄道法
面など）。
「宅地造成等規制法」「都市計画法」に基づいて直近10年以内に造成された斜面
で，対象外とした箇所が整理されているか。
対象外の崩壊・想定外の移動機構にあてはまり，対象外とした斜面はどこか整理さ
れているか。
1/2,500地形図もしくは傾斜区分図を基に地形条件を把握して抽出作業を行ってい
るか。
机上・現地により社会条件を把握し，空き家を含む保全対象・開発可能地の確認が
行われているか。

２．横断測線の設定

確認成果：現地調査準備用平面図〔急傾斜〕（1/2500～1/25000）

従来手法 システム利用

起終点の設定根拠は妥当か。

横断測線が地形変化点に設定されているか。
また、最急勾配方向となっているか。
横断測線間隔が100ｍ以上離れる場合に概ね50mの地点に追加横断測線を設定し
ているか。

下端から50m以内に存在する河川，掘割道路，人工構造物の把握を行っているか。

３．現地調査・測量成果の確認

確認内容：必要な現地調査，測量が行われているか確認する。

確認成果：現地調査野帳，写真

従来手法 システム利用

土質状況（砂及び砂礫，砂質土，粘性土の区分）を確認したか。

起終点の位置と根拠を現地で確認したか。

効果を見込む対策工端部の横断測線が追加されているか。

効果を見込む対策工の最大斜面高位置に横断測線が追加されているか。

効果を見込む対策工端部の残斜面高5m位置に横断測線が追加されているか。

斜面全体に対して横断測線が密になりすぎていないか。

簡易横断測量は下端下方15ｍ（水平距離）まで、下端上方7～10ｍ（比高差）までと
なっているか。【注：対策工がある場合や砂防基盤図と現地地形が異なる場合のみ】 －
横断測量は下端下方15ｍ（水平距離）まで、下端上方25ｍ（比高差）までとなってい
るか。 －

下端点のオフセット（地物2箇所）または座標計測が行われているか。

上端側に人家がある場合、上端点の簡易計測（座標計測）が行われているか。

測線間の下端線変化点のオフセットまたは簡易計測（座標計測）が行われている
か。【注：砂防基盤図に変化点が表現されていない場合のみ】

施設効果のある対策施設に関して、位置、諸元が把握されているか。

施設効果のない施設または小規模な対策施設に関して位置、諸元が把握されてい
るか。また、写真が貼付されているか。

人工構造物の写真が撮影されているか。
【注：必要に応じて形状を計測する】

河川・水路または掘割道路が下端から50ｍ以内にある場合、最深部からの比高差
について計測または写真撮影がなされているか。
各測線の下端位置，全景写真，下端状況，対策施設，地物について写真撮影され
ているか。

基盤図の修正対象はないか。
【注：地形改変，土地利用の変化などの現地と砂防基盤図との相違，地形図の欠落】
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確認内容：現地調査，測量作業を行う前に、机上で設定された横断測線が妥当かを確認する。

急
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照査結果凡例

○：修正不要 △：要確認 ×：修正必要 －：照査対象ではない
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４．設定条件の確認

確認内容：現地調査ならびに測量成果を基に設定した危害のおそれのある土地等の地形条件を確認する。

確認成果：様式-1（急）、様式-3（急）、様式-4（急）、様式-5（急）⑦【従来手法】

従来手法 システム利用

起終点の位置・設定根拠は妥当で根拠資料が記載されているか。

下端地点は妥当か。
【注：下端点と下端点を結んだラインが保全対象に掛かっていないか　等】

一連の斜面となっているか。
【注：斜面間の距離が50m以下の斜面は開発可能地が存在しない区域を含めて一連の斜面とする】

横断測線の方向は妥当か。
【注：地形変化の影響が無い限り，下端点，上端点を支点として測線方向を曲げない】

下端位置は妥当か。

上端位置は妥当か。

多段斜面の場合、その検討がなされているか。

河川，掘割道路，盛土等の人工構造物が反映されているか。下端から15ｍ以内に
これらが存在する場合，簡易計測もしくは座標計測がされているか。

平面図上で上下端地点の連続性が保たれているか。
【注：(特別)警戒区域が極端に歪な形状になっていないか　等】

５．対策施設等状況調査

確認内容：対策施設に対する効果の有無および効果評価について確認する。

確認成果：様式-3（急）、様式-4（急）、様式-5（急）①、様式-5（急）④

従来手法 システム利用

小規模な対策施設の判断は妥当か。

原因地対策のうち、効果を見込む施設と見込まない施設はマニュアル記載の表に
従っているか。

多段斜面内の原因地対策施設の効果評価は正しいか。

県の標準構造体以外の待受け式擁壁がある場合、安定性評価を行っているか。

６．危害のおそれのある土地等の設定

確認内容：危害のおそれのある土地、著しい危害のおそれのある土地の設定区域について確認する。

確認成果：様式-1（急）、様式-4（急）、様式-5（急）①

従来手法 システム利用

危害のおそれのある土地

急傾斜地下方の区域は、下端から斜面高の2倍または50mの範囲となっているか。

補完線の設定により測線間の下端線変化点を反映させた区域設定となっている
か。
急傾斜地上方の区域は、上端から水平距離10ｍ（斜面高が10ｍ未満の場合は斜
面高分）となっているか。

区域が尾根を越える場合、下端から30°ラインとの比較が行われているか。

明らかに土石等が到達しない土地（対岸斜面・逆勾配法面）の設定は、最低標高地
点から比高5ｍまでとなっているか。

明らかに土石等が到達しない土地（河川・掘割道路）の設定は、断面積15.8ｍ2を有
する河川または掘割道路の肩（斜面側）となっているか。

全体的に見て区域が歪な形状になっていないか。

著しい危害のおそれのある土地

横断図から得られた急傾斜地の高さ・傾斜度等のデータを用いて、著しい危害のお
それのある土地の設定をしているか。

計算に使用する土質定数等はマニュアル記載のとおりか。

原因地対策施設・待受け式擁壁の効果を反映しているか。

明らかに土石等が到達しない土地（河川・対岸斜面・逆勾配法面）の設定は正しい
か。
明らかに土石等が到達しない土地（河川・掘割道路）の設定は、マニュアル記載の
フローに従っているか。

著しい危害のおそれのある土地内で横断測線が交差していないか。

全体的に見て区域が歪な形状になっていないか。
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７．基礎調査調書の最終照査

確認内容：調書で危害のおそれのある土地、著しい危害のおそれのある土地の設定区域について確認する。

確認成果：全様式

従来手法 システム利用

表紙
結果一覧表，土砂災害警戒区域等DBと箇所番号，箇所名，所在地は一致している
か。

区域図：YRの形状が歪でないか。

区域図：国土地理院の地図掲載が記載されているか。

所定の凡例となっているか

力の区分表：不要な区間の力の区分が記載されていないか。

1/4：「調査対象箇所の抽出」，「既往調査の対応」は抽出時の条件が示されている
か。

1/4：「土質定数」は広島県における一般的な数値を使用しているか。

1/4：「対策施設」の記載は様式5④と整合しているか。

2/4：「区域の判定」と「著しい危害のおそれのある土地の設定結果」に記載漏れは
無いか。
3/4：共同住宅の世帯数のカウントは妥当か。
　　　（1部屋1世帯，Ｒ区域を除く世帯数，一部の場合該当箇所のみ）
3/4：共同住宅のＲ区域の世帯数のカウントは妥当か。
　　　（非木造：１階のみ，木造：全世帯数，一部の場合該当箇所のみ）

3/4：「世帯数及び人家戸数」は様式5⑥と整合しているか。

4/4：記載漏れは無いか。

傾斜区分図に測線，測線番号，下端，上端，ＹＲ区域，方位，バースケールが記載
されているか。

起終点の測線番号と根拠が記載されているか。

横断図の作成漏れは無いか。
注：各測線，対策工の有無や形状の変化点となる二重測線に注意する。

測線位置の写真が記載されており，横断形状と違いは無いか。

対策工のある断面や基盤図の地形が現地と異なる断面の現地計測結果が記載さ
れているか。
現地計測結果には対策工高さ，残斜面高，対策工前面勾配，対策工上部勾配が記
載されているか。【注：DM：黒，現地：赤，△スケール：緑，下端：赤△，上端：青□】

作成資料/作成不要資料に間違いはないか。

①：対策工ありの断面について作成されているか。

②：現地で確認された微地形，人工構造物が記載されているか。

③：人工構造物や河川などの撮影漏れは無いか。

③：写真と撮影位置が整合しているか。

④：施設効果評価内容の記載は妥当か。

④：効果のある対策施設の標準断面図が作成されているか。

⑤：災害実績のある場合，調査内容が記載されているか。

⑥：所定様式で記載できない場合，調査結果を様式5⑥に記載しているか。 －
⑥：戸建住宅等が記載されているか。
注：木造，非木造の区分はＲ区域内のみでよい。 －

⑦：起終点決定根拠が記載されているか。 －

⑦：オフセットの場合，下端位置が2箇所以上の地物と関連付けされているか。 －

⑦：座標計測の場合，地物と下端位置の座標値が示されているか。 －

⑦：地物の位置と写真が記載されているか。 －
⑧：所定様式で記載できない場合，調査結果を様式5⑧に記載しているか。
　　（設定根拠資料となる台帳等の資料） －

様式6 著しい危害のおそれのある区域に漏れはないか。 －

様式7 点の記に漏れはないか。 －

参考1 上下端の座標値が記載されているか。 －

参考2 Ｙ区域の座標値が記載されているか。 －

参考3 Ｒ区域全体の座標値が記載されているか。 －

様式5

様式4

様式3

様式2

様式1

確認内容
チェック項目

備考
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結果一覧表，土砂災害警戒区域DBと箇所番号，箇所名，所在地は一致しているか。

青字…基礎調査業者による社内照査の着目点
紫字…総括・補助業者による照査の着目点
赤字…変更になった様式
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YRの形状がいびつでないか。

国土地理院の地図掲載が明示されているか。
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別斜面の測点間の表記が除外されているか。システム
出力値

参
考

資
料
-
5
-
6



システム
出力値

様式-5④と
整合して
いるか。

抽出時の
条件が示さ
れているか。

標準値
でよいか。
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システム
出力値

記入漏れは無いか

参
考

資
料
-
5
-
8



様式-5⑥と整合しているか。
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記載漏れはないか。
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システム利用のため作成不要

※その他については、地形急変地点等を示す。

 決定根拠
リスト

地形条件 ・5m　・30°

社会条件 ・開発可能地がない

その他条件
・隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

・その他 ( 　　                       　            　 )

箇所名 風防内（3694）

所在地 庄原市東城町川鳥

分　　類 項　　　　　　　　目

設定根拠図 様式-3(急) 設定根拠図

自然現象の種類 急傾斜地の崩壊

箇所番号 Ⅱ-1-3964-1

No.7終点

その他（地形急変地点）

No.1起点

開発可能地の端部

以下の情報を記載すること
・背景図…傾斜区分図
・起、終点設定根拠

参
考

資
料
-
5
-
1
1



コメント

現地の地形と砂防基盤図が異なっていたため、現地で確認した断面を反映した。

写真

現地計測結果

傾斜度　 θ=54.24°

斜面高さ　h=5.00m

箇所名 風防内（3694）

所在地 庄原市東城町川鳥

様式-4(急) 横断面図

自然現象の種類 急傾斜地の崩壊

箇所番号 Ⅱ-1-3964-1

横断面図

システム出力横断の空いたスペースに
以下の情報を記入すること
・現地写真
・現地測量結果
・コメント

横断形状と写真に違いは無いか。

参
考

資
料
-
5
-
1
2



作成資料／作成不要資料　に間違いは無いか。
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P1 P2

P3 P6
P4

P5

P7

人工構造物や河川などの撮影漏れはないか。

写真と撮影位置が整合しているか。
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Ｐ１ Ｐ２

Ｐ３ Ｐ４

Ｐ５ Ｐ６

Ｐ７

下端状況 No.0-1.0m確認断面

下端状況 下端状況

起点 終点

全景 全景

現地写真 様式-5(急) 著しい危害のおそれのある土地の設定資料③

写真で起、終点の設定根拠が分かりにくい場合は、
区域外の地形を計測し断面図をつけても良い
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評価内容は妥当か。

効果のある対策施設の標準断面図が作成されているか。参
考

資
料
-
5
-
1
8
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下端位置が2箇所以上の地物と関連付けされているか。

参
考

資
料
-
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2
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座標系を示す。

地物の位置を平面図に示し，写真を添付する。

地物と下端点の座標値を示す。

参
考

資
料
-
5
-
2
2
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起終点決定の根拠

分　　類 項　　　　　　　　目

 起点の
決定根拠
Ｎｏ.1

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (   　　　　　                              　             )

 終点の
決定根拠
Ｎｏ.5

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □ 開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (   　　　　　                              　             )

分　　類 項　　　　　　　　目

 起点の
決定根拠
Ｎｏ.

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (   　　　　　                              　             )

 終点の
決定根拠
Ｎｏ.

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (                                           　             )

分　　類 項　　　　　　　　目

 起点の
決定根拠
Ｎｏ.

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (   　　　　　                              　             )

 終点の
決定根拠
Ｎｏ.

地形条件 □ 5m　□ 30°□ 地形変化点

社会条件 □開発可能地がない

その他条件
□ 隣接箇所がある （隣接箇所番号：　　　　　　　　　　　）

□ その他 (   　　　　　                              　             )

箇所名

所在地

風防内（3694）

庄原市東城町川鳥

様式-5(急) 著しい危害のおそれのある土地等の設定資料⑨

自然現象の種類 急傾斜地の崩壊

箇所番号 Ⅱ-1-3964-1

作成不要
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工程別チェックシート（土石流）

Ver.H28.11

１．調査対象箇所の確認

確認内容：対象範囲内の調査対象箇所が抽出・整理されているかを確認する。

確認成果：発注者確認協議時の箇所抽出図〔土石流〕（1/25000），調査対象箇所の一覧表

従来手法 システム利用

基礎調査会社において，調書の内容について事前に照査を行っている。

抽出条件の設定は正しいか。
（過疎地域・都市計画区域は考慮されているか。）

人家等のない箇所がある場合，開発可能地は条件を満たしているか。

開発計画の策定区域を確認しているか。

法律により土地利用が制限されている区域が考慮されているか。

既往箇所と新規抽出箇所が整理されているか。

調査対象箇所と対象外箇所が整理されているか。

隣接小学校区の調査状況を確認しているか。
また，調査されている場合，整合をとっているか。

対象外とした土石流危険渓流が整理されているか。

流域面積が0.0095㎞2未満で対象外とした渓流が整理されているか。

砂防指定地の場合，砂防全体計画等の上位計画の確認を行っているか。

1/25,000地形図を基に地形条件を把握して抽出作業を行っているか。

机上・現地により社会条件を把握し，空き家を含む保全対象・開発可能地
の確認が行われているか。

２．机上区域設定

確認内容：現地調査，測量作業を行う前に，机上で設定された危害のおそれのある土地等が妥当かを確認する。

確認成果：現地調査準備用平面図〔土石流〕（1/2500～1/25000）

従来手法 システム利用

基準地点の位置と設定根拠は妥当か。

基準地点の渓床勾配は妥当か。(目安　5°～20°)

仮設定された流下方向は妥当か。

危害のおそれのある土地が仮設定されているか。

主渓流・副渓流に分類されているか。

基準地点の位置は現地確認後のものか。

谷次数区分図を基に侵食深・侵食幅の現地調査地点を設定しているか。

危害のおそれのある土地内に河川，掘割道路，人工構造物等の確認を行っ
ているか。

３．現地調査・測量成果の確認

確認内容：必要な現地調査，測量が行われているか確認する。

確認成果：現地調査野帳，写真

従来手法 システム利用

土質状況（砂及び砂礫）を確認したか。

基準地点の位置と根拠を現地で確認したか。

流下方向（流下方向の折れ点位置，直進性の採用方向）を現地で確認した
か。

侵食深・侵食幅の現地調査地点は著しく密・粗でないか。

侵食深，侵食幅の決定根拠が現地確認されているか。

侵食幅相当の写真が撮影されているか。

侵食深・侵食幅は横断図，写真，現地調査結果で整合しているか。

侵食可能土砂量に計算間違いはないか。
【注：最小値1,000m3】

運搬可能土砂量に計算間違いはないか。
【注：計画規模降雨量は地域により採用値を選択】

土石流により流下する土石等の量（施設効果量を見込む）に計算間違いは
ないか。

※渓床勾配は，5°～20°の条件を満たしていない場合でも，基準地点の地形条件を満足していれば，その旨を「備考」に記載する。

確認内容
チェック項目

備考

土
石
流

※　　　　：見直し渓流については記入しない。

確認内容
チェック項目

備考

土
石
流

確認内容
チェック項目

備考

土
石
流

共
通

照査結果凡例

○：修正不要 △：要確認 ×：修正必要 －：照査対象ではない
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４．設定条件の確認

確認内容：現地調査ならびに測量成果を基に設定した危害のおそれのある土地等の地形条件を確認する。

確認成果：様式-1（土），様式-6（土）⑩

従来手法 システム利用

基準地点の位置と設定根拠は妥当か。

横断構造物を基準地点とした場合，落差の下方位置を基準地点としている
か。

基準地点の渓床勾配は妥当か。(5°～20°が目安)

土石流の直進性の開始位置と方向は妥当か。

土石流の流下方向の変化点の位置は妥当か。

５．対策施設等状況調査

確認内容：対策施設に対する効果の有無および効果評価について確認する。

確認成果：様式-6（土）④，様式-6（土）⑤

従来手法 システム利用

人工構造物の調査（位置，形状計測）がなされているか。

未満砂のえん堤について安定計算が行われているか。
（土石流対策として施工されているえん堤については不要）
不透過型堰堤の空容量（貯砂量）を見込んでいる場合，除石計画が確認さ
れているか。

えん堤の効果量はマニュアル記載のフローに従っているか。

えん堤以外の施設の効果量はマニュアル記載のとおりか。

６．危害のおそれのある土地等の設定

確認内容：危害のおそれのある土地，著しい危害のおそれのある土地の設定区域について確認する。

確認成果：様式-1（土），様式-6（土）①，様式-6（土）②，様式-6（土）③，様式-6（土）⑧，様式-6（土）⑩

従来手法 システム利用

危害のおそれのある土地

土石流分散角には谷出口の地形（開き具合）が考慮されているか。
（ただし，分散角は最大片岸30°とする）
警戒区域幅は，基準地点における区域の幅の30倍以上横断方向に広がって
いないか。
末端の根拠は明確にされているか（2°，比高差5mなど）。
また，資料が整理されているか。
警戒区域内に比高差5m以上などの控除可能な土地が含まれていないか。
また，資料が整理されているか。

全体的に見て区域が歪な形状になっていないか。

著しい危害のおそれのある土地

現地調査結果を踏まえた，基準地点の位置，侵食深・侵食幅調査位置，施
設位置を示した谷次数区分図となっているか。
明らかに土石等が到達しない土地がある場合，検討のうえ控除されている
か。(根拠資料が整理されているか。）
レジーム基点より下流のＲ区域幅は地形の制約を受ける場合を除き，一定
幅となっているか。
道路・鉄道盛土が存在する場合，マニュアル記載に従って評価されている
か。
ため池がある場合，マニュアル記載のフローに従って評価されているか。
（ため池台帳に記載されているか。）
ボックスカルバートがある場合，マニュアル記載に従って評価されている
か。(礫径の根拠は妥当か。）

著しい危害のおそれのある土地内で横断測線が交差していないか。

現況流路と流下方向に相違がある場合，R区域設定結果から判断して流下方
向は妥当か。

全体的に見て区域が歪な形状になっていないか。

土
石
流

土
石
流

確認内容
チェック項目

備考

※渓床勾配は，5°～20°の条件を満たしていない場合でも，基準地点の地形条件を満足していれば，その旨を「備考」に記載する。

確認内容
チェック項目

備考

確認内容
チェック項目

備考

土
石
流
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７．基礎調査調書の最終照査

確認内容：調書で危害のおそれのある土地，著しい危害のおそれのある土地の設定区域について確認する。

確認成果：全様式

従来手法 システム利用

表紙
結果一覧表，土砂災害警戒区域等DBと箇所番号，箇所名，所在地は一致してい
るか。

区域図：YRの形状が歪でないか。

区域図：国土地理院の地図掲載が記載されているか。

所定の凡例となっているか

土石流の高さと想定される力の最大：様式6⑧の境界と表記が一致しているか。

1/4：「調査対象箇所の抽出」，「既往調査の対応」は抽出時の条件が示されている
か。

1/4：流域面積は様式6⑩と整合し，小数点4桁までの表示，0.0095km2以上となっ
ているか。

1/4：「平面形状」，「人工構造物」は様式6⑩と整合しているか。

1/4：「地質調査」は広島県における一般的な数値を使用しているか。

1/4：「対策施設の状況」の記載は様式6①と整合しているか。

1/4：「対策施設の効果評価」の記載は様式6④⑤と整合しているか。

2/4：「一本谷の侵食可能土砂量」と「運搬可能土砂量」，「想定土石流流出区間」，
「流下する土石等の量」は様式6③と整合しているか。

3/4：「世帯数及び人家戸数」は様式6⑪と整合しているか。 －
3/4：共同住宅の世帯数のカウントは妥当か。
　　　（1部屋1世帯，Ｒ区域を除く世帯数，一部の場合該当箇所のみ）
3/4：共同住宅のＲ区域の世帯数のカウントは妥当か。
　　　（非木造：１階のみ，木造：全世帯数，一部の場合該当箇所のみ）

4/4：記載漏れは無いか。

地形図に測線，測線番号，基準地点，流下方向，ＹＲ区域，対策施設，方位，バー
スケールが記載されているか。
基準地点・流下方向・Y区域設定の根拠，対策施設効果量，基準地点位置のY区
域幅，Ｙ区域下流端勾配，Ｙ区域最大幅，Ｙ区域最大分散角が記載されているか。

様式4 数値の読み取りが可能か。

様式5 数値の読み取りが可能か。

作成資料/作成不要資料に間違いはないか。

①：凡例どおりの図が作成されているか。

②：集水面積，断面番号は様式6①と整合しているか。

③：侵食可能土砂量の計算に用いる値は様式6①②と整合しているか。

③：運搬可能土砂量算出の流域面積は様式6⑩と整合しているか。

③：計画規模降雨量は当該地区の降雨量となっているか。

③：渓床勾配は様式6⑧の基準地点勾配と整合しているか。

④：対策施設状況調査結果の記載は妥当か。

⑤：対策施設の安全性確認書の記載は妥当か。

⑥：災害実績がある場合，調査内容が記載されているか。

⑦：人工構造物や河川及び規制される地形などの撮影漏れは無いか。

⑦：写真と撮影位置が整合しているか。

⑧：「土石流により流下する土砂量」は様式6③と整合しているか。

⑧：NO.0 地盤勾配は基準地点として妥当な数値か。

⑧：測点位置の土石流の高さと土石流の流体力は様式6⑧と整合しているか。

⑧：様式1に示す採用値が着色されているか。

⑩：基準地点流下方向が様式-1,様式-3と整合しているか。

⑩：設定根拠は妥当か。

⑪：所定様式で記載できない場合，調査結果を様式6⑪に記載しているか。
　　（設定根拠資料となる台帳等の資料） －
⑪：戸建住宅等が記載されているか。
注：木造，非木造の区分はＲ区域内のみでよい。 －

様式7 警戒区域の座標値が記載されているか。 －

様式8 特別警戒区域の座標値が記載されているか。 －

参考1 警戒区域の座標値が記載されているか。 －

参考2 特別警戒区域の座標値が記載されているか。 －

様式6

確認内容
チェック項目

備考

様式2

様式3

様式1
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様式-1(土) 平面図

様式-2(土) 基礎調査調書(1/4)

様式-2(土) 基礎調査調書(2/4)

様式-2(土) 基礎調査調書(3/4)

様式-2(土) 基礎調査調書(4/4)

様式-3(土) 縦横断測線位置図

様式-4(土) 縦断図

様式-5(土) 横断図

様式-6(土) 著しい危害のおそれのある土地の設定資料

様式-7(土) 警戒区域読み取り座標表

様式-8(土) 特別警戒区域座標管理表

参考-1(土) 警戒区域読み取り座標表（システムによる）

参考-2(土) 特別警戒区域読み取り座標表（システムによる）

27831-000-0000

基礎調査担当会社名 ○○コンサルタント

様式目録

庄原市東城町川鳥

三草(8869隣b)

施工番号

Ⅰ-1-11-8869隣b

所在地

土石流自然現象の種類

箇所番号

箇所名

結果一覧表，土砂災害警戒区域DBと箇所番号，箇所名，所在地は一致しているか。

青字…基礎調査業者による社内照査の着目点
紫字…総括・補助業者による照査の着目点
赤字…変更になった様式
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5 2 3 . 1

5 6 4 . 0
5 6 0 . 5

5 5 5 . 65 5 6 . 8

5 3 8 . 2
5 4 2 . 6

5 4 4 . 3

5 5 5 . 0

5 4 0 . 9
5 4 0 . 3

5 4 3 . 1

5 6 6 . 4

5 6 5 . 7

5 8 3 . 6

5 8 2 . 3

5
5
0

5
5
0

5 5 0

5
4
0

5
4
0

5
5
0

5
6
0

5 7 0

5 4 1 . 6

5 4 1 . 1

5 3 9 . 4

5 5 7 . 1

5 5 5 . 0

5 7 5 . 3
5 7 8 . 0

5 9 4 . 5

5 9 3 . 2

6 0 5 . 1

6 0 3 . 5

6 0 4 . 7

6 0 2 . 1

6 0 7 . 2

5 9 9 . 2

6 2 4 . 1

6 2 2 . 3

5 2 0

5
2
0

5 6 0

5 3
0

5 8 0

6 0 0

5
9
0

5 8 0

5 9 0

土石流の高さ：1.09m

想定される力の最大：33.14kN/㎡

土石流の高さ：0.93m
想定される力の最大：28.31kN/㎡

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域 区域図

　告示年月日　  　　　　　年　　　月　　　日 

　告示番号　  広島県告示　　　　　　　　号 

  縮尺
　1:2,500

 ×100m
0 1

土砂災害
特別警戒区域

土砂災害警戒区域

土石流により建築物に作用すると

予想される力が50kN/㎡を超える区域

土石流により建築物に作用すると

予想される力が50kN/㎡以下の区域

土石流の高さが1m以下の区域

土石流の

高さが1mを

超える区域

 様式－１

 自然現象の種類

 箇 所 番 号

 箇  所  名

 所  在  地

 平　面　図

 土　石　流

 Ⅰ-1-11-8869隣b

 三草(8869隣b)

 庄原市東城町川鳥

所定の凡例になっているか。

様式-6⑧の境界と標記が一致しているか。

YRの形状がいびつでないか。

1/2,500地形図と◯の位置が合っているか。

国土地理院の地図掲載が明示されているか。

土石流の高さ1.09m
想定される力の最大：33.12kN/m2

土石流の高さ1.00m
想定される力の最大：30.35kN/m2
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土石流氾濫実績

基礎調査調書(1/4)

調
査
対
象
箇
所
の
抽
出

地形条件

谷地形を呈している(谷幅＜奥行き) ●

谷地形を呈していない(谷幅≧奥行き)が,土石流･土砂流の履歴がある

谷地形を呈していない(谷幅≧奥行き)が,土石流発生のおそれがあると予想される

社会条件
人家等のある渓流

人家5戸以上または公共的建物又は要配慮者利用施設のある渓流

人家5戸未満 ●

人家等のない渓流 将来人家等の立地が予想される土地

既往調査との対応
危険箇所番号 －

危険箇所名 －

使用図面

写真撮影年月日 平成22年11月 縮尺 1/2,500

図化年月 平成27年 7月 新規・修正の区分 新規

種類 砂防基盤図

基礎調査履歴

回数 調査年月 理　　由

第1回 平成28年3月 土砂災害防止法基礎調査(初回調査)

告示履歴

告示回数 告示番号 指定・解除年月 理　　由

地
形
調
査

土
石
流
の
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
渓
流

（
補
助

）
基
準
地
点

番号 1 調査方法

狭窄部出口

渓床の状況 様式-6（土）①②③に示す

危
害
の
お
そ
れ

の
あ
る
土
地
等

砂防基盤図で机上設定し、現地で地形を確認

設定条件

谷出口 扇頂部

勾配変化点 屈曲部

横断構造物

流域面積(km2) 0.043(4桁まで表示） 渓床勾配 様式-4（土）縦断図に示す

様式-3（土）
設定根拠図

に示す

地盤勾配 様式-4（土）縦断図に示す

横断形状 様式-5（土）横断図に示す

平面形状

河道屈曲部 － 狭窄部 －

谷底平野 － 平坦地（住宅地・耕地） －

道路 － その他特徴的な地形 －

人工構造物

盛土（道路・鉄道等） － 橋梁 －

暗渠 － 擁壁 －

トンネル － その他特徴的な構造物 －

地質調査

土石流に含まれる礫の密度(103kg/m3) 2.6

土石流に含まれる流水の密度(103kg/m3) 1.2

土石流に含まれる土石等の内部摩擦角(°) 35

粗度係数 0.1

堆積土石等の容積濃度 0.6

対
策
施
設
等
状
況
調
査

対策施設の状況
(既存施設規模)

砂防えん堤 0基 治山えん堤 0基 所管不明えん堤 0基

渓流保全工 山腹工 0基

導流工 0基 その他施設 0基

渓流保全工 床固工 0基

0m 床固工 0基

導流工 その他施設 0基

対
策
施
設
の
効
果
評
価

施
設
効
果
を

見
込
む
施
設

砂防えん堤 0基 治山えん堤 0基

施設
効果量

砂防えん堤 0 治山えん堤 0 所管不明えん堤

渓流保全工 0 床固工 0 

災害実績調査 様式-6（土）⑥に示す

様式-2(土) 基礎調査調書(1/4)

山腹工 0 

導流工 その他施設

様式-3（土）
設定根拠図

に示す

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

合計

山腹工 0基

所在地 庄原市東城町川鳥

0 

所管不明えん堤 0基

自然現象の種類 土石流

抽出時の
条件が示さ
れているか。

様式-6⑩と整合しているか。

標準値
でよいか。

様式-6①
と整合して
いるか。

様式-6④⑤
と整合して
いるか。

様式-6⑦と
整合して
いるか。

参考資料-5-38



基礎調査調書(2/4)

危
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
等
の
設
定

危害の
おそれのある
土地の設定

流下方向
現況流路 平面形状 土石流直進性

土石流分散角 様式-3に示す 基準地点流下幅 様式-3に示す

運搬可能土砂量 3,727 

計測値 様式-3に示す

その他 様式-3（土）設定根拠図に示す

最大幅 様式-3に示す

著しい危害の
おそれのある
土地の設定

基
準
地
点

一本谷の侵食可能土砂量 2,856 

下流端確定方法 様式-3に示す

地盤勾配 10.48° 土石流ﾋﾟｰｸ流量 55.69 /s

想定土石流流出区間長 309m 流下する土石等の量 2,856 

マニング型の式による流下幅 11.38m レジーム型の式による流下幅 29.85m

土石流流下幅 11.38m 土石流の高さ 1.09m

土石流の流速 4.51m/s

流動中の土石流の土石等の密度 1.64t/ 

通常の建築物の耐力 7.20kN/㎡

土石流により建築物に作用すると想定される力 33.12kN/㎡

2,222 地盤勾配 9.53°

土石流ﾋﾟｰｸ流量 49.34 /s マニング型の式による流下幅

土石流の流速 2.85m/s

    -    

レジーム型の式による流下幅 29.78m 土石流流下幅 29.78m

土石流の高さ 0.59m

著しい危害のおそれのある土地は発生しない     -    

流動中の土石流の土石等の密度 1.58t/ 

土石流により建築物に作用すると想定される力 12.74kN/㎡

通常の建築物の耐力 12.06kN/㎡

下
流
端

流下する土石等の量

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

著しい危害の
おそれのある

土地の設定結果

土石流の高さが1mを超える区域
土石流により建築物に作用すると想定される力が50kN/m

2
を超える区域     -    

土石流により建築物に作用すると想定される力が50kN/m
2
以下の区域    ●    

土石流の高さが1m以下の区域    ●    

様式-3（土）設定根拠図に示す

所在地 庄原市東城町川鳥

[概要図]

様式-2(土) 基礎調査調書(2/4)

自然現象の種類 土石流

箇所名 三草(8869隣b)

様式-6③と
整合して
いるか。

システム
出力値
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様式-2(土) 基礎調査調書(3/4)

所在地 庄原市東城町川鳥

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

建築構造

郵
便
局
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
的
建
物

種　　類 施設名称（延長，基数） 施設名称（延長，基数）

橋梁

その他

河川

市町村道

0世帯

危害のおそれのある土地 著しい危害のおそれのある土地

世帯数及び人家戸数

人家 1戸 非木造

人家 0戸

共同住宅
0棟

0世帯

公園

その他山林 ● 空地 ● その他 山林 ●

宅地 農地 ●

空地 ●

水路 池沼

基礎調査調書(3/4)

危
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
等
の
調
査

危害のおそれのある土地 著しい危害のおそれのある土地

土地利用状況

道路 ● 水路 ●

宅地 ● 農地 ● 公園

池沼 道路 ●

共同住宅

0棟

0世帯

道
路
･
鉄
道
な
ど
の
公
共
施
設

種　　類 施設名称（延長，基数）

その他道路

私鉄

木造

人家 0戸

共同住宅
0棟

県道

国道 国道314号  97m

公
共
施
設
等
の
状
況

施設名称（延長，基数）

JR

高速道

様式-6⑪と整合しているか。
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無

その他地盤計測機器

13′ 04′

基礎調査調書(4/4)

危
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
等
の
調
査

警
戒
避
難
体
制
に
関
す
る
調
査

土砂災害警戒区域･特別警戒区域の地域防災計画への記載 -

自主防災組織 有

伸縮計設置

避難基準雨量 y=0.648x+156

無

最寄りに設置してある雨量計の位置
緯度 34° 57′ 25′

経度 133°

最寄りに設置してある雨量計の管理者 中国地方整備局

雨量情報,災害発生の予報，被災情報等を伝達するシステムの整備 有

避難路の設定 有

基準雨量の設置状況
警戒基準雨量 y=1.018x+177 広島県警戒避難

基準（東城町）

避難場所の名称 八幡ふれあいプラザ

避難場所の所在地 庄原市東城町森52-3

避難場所の建築構造 木造

防災マップの配布等住民への防災知識・情報の周知状況 有

防災避難訓練等の実施状況 有

関
係
諸
法
令
の
指
定
状
況
調
査

指定区域 指定の有無 指定年月日 告示番号 出典

砂防指定地 無 管内図

地すべり防止区域 無 管内図

急傾斜地崩壊危険区域 無 管内図

指定区域 指定の有無 出典

保安林 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

保安施設地区 無 保安林施設地区台帳

災害危険区域 無 広島県北部建設庄原支所管内図

宅地造成工事規制区域 無 広島県北部建設庄原支所管内図

人口集中地区 無 国土情報ウェブマッピングシステム

市街化区域 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

市街化調整区域 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

準都市計画区域 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

離島振興対策実施地域 無 地域指定等区分図

過疎地域 有 地域指定等区分図

特定地域（総合保養地域整備法） 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

国立公園 無 地域指定等区分図

国定公園 無 地域指定等区分図

県立自然公園 無 地域指定等区分図

緑地保全地区 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

原生自然環境保全地域 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

自然環境保全地域特別地区 無 土地利用調整総合支援ネットワークシステム

宅
地
開
発
の
状
況

建
築
の
動
向
調
査

10年前(H17)/15年前(H12) 5年前(H22)/10年前(H17) 現在(H27)/5年前(H22)

人口の変化
都市計画区域内 -7.7% -9.2% -7.6%

都市計画区域外 -7.5% -8.5% -4.7%

都市計画区域の変遷 0.0% 0.0% 0.0%

地価公示の変化 -15.2% -7.7% -16.7%
5年前(H22)～10年前(H17)

/10年前(H17)～15年前(H12)
現在(H27)～5年前(H22)

/5年前(H22)～10年前(H17)

建築確認申請 -25.0% -20.0%

農地転用 - -50.0%

様式-2(土) 基礎調査調書(4/4)

所在地 庄原市東城町川鳥

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

記載漏れはないか。
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庄原市東城町川鳥

様式-3(土)

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

設定根拠図

土石流

基準地点

谷出口

流下方向

土石流直進性

左岸分散比高5m

下流端

2°60m

堰堤①

効果量=000 

(堰堤が有り、

表示できる場合のみ

無理に図面範囲を広げて

表示させなくても良い

左岸分散角30°

右岸分散角30°

以下の情報を記載した様式にすること
・基準地点、流下方向、右左岸分散、下流端等の設定根拠
・対策施設位置とその効果量
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① 谷次数区分図・対策施設位置図

② 土砂量算定横断図

③ 土砂量計算書

④ 対策施設状況調査結果

⑤ 対策施設の安全性確認書

⑥ 災害実績調査表

⑦ 平面形状調査資料・人工構造物調査資料

⑧ 著しい危害のおそれのある土地の判定表

⑨ 点の記または基準点位置図

⑩ 流下方向ならびに基準地点の設定

⑪ 世帯数・人家戸数及び公共施設調査

⑫ その他設定資料 作成不要

設定資料

設定資料

〇

作成不要

設定資料

設定資料

設定資料

〇

作成不要

作成不要

設定資料

設定資料

設定資料

作成不要

〇

自然現象の種類 土石流

著しい危害のおそれのある土地の設定資料

〇

〇

設定資料

設定資料

内　　訳様式-6(土)

設定資料

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

〇

所在地 庄原市東城町川鳥

箇所名 三草(8869隣b)

〇

様式-6(土) 著しい危害のおそれのある土地の設定資料

付図にまちがいはないか .
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2次谷

3次谷  所管不明えん堤

流域界  断面調査位置

0次谷  集水域界

1次谷  砂防えん堤

 治山えん堤 箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥

様式-6(土)① 谷次数区分図・対策施設位置図

自然現象の種類 土石流

凡例どおりの図になっているか。
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【横断図】 断面番号： 0-1 集水面積： 0.004 km
2

【現地調査結果】

侵食深： 1.0 m

侵食幅： 7.4 m

侵食断面積： 7.4 m
2

【参考】

集水面積に基づく想定侵食深： 10.9 m

集水面積に基づく想定侵食幅： 1.0 m

（H27.5版基礎調査マニュアル　p（二）-2-54より）

【横断図】 断面番号： 1-1 集水面積： 0.015 km
2

【現地調査結果】

侵食深： 1.1 m

侵食幅： 8.7 m

侵食断面積： 9.6 m
2

【参考】

集水面積に基づく想定侵食深： 11.5 m

集水面積に基づく想定侵食幅： 1.1 m

（H27.5版基礎調査マニュアル　p（二）-2-54より）

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥

土砂量算定横断図 様式-6(土)② 土砂量算定横断図

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

様式-6①と整合しているか。

整合しているか。
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【横断図】 断面番号： 2-1 集水面積： 0.036 km
2

【現地調査結果】

侵食深： 1.2 m

侵食幅： 9.4 m

侵食断面積： 11.3 m
2

【参考】

集水面積に基づく想定侵食深： 1.2 m

集水面積に基づく想定侵食幅： 12.6 m

（H27.5版基礎調査マニュアル　p（二）-2-54より）

【横断図】 断面番号： 集水面積： km
2

【現地調査結果】

侵食深： m

侵食幅： m

侵食断面積： m
2

【参考】

集水面積に基づく想定侵食深： m

集水面積に基づく想定侵食幅： m

（H27.5版基礎調査マニュアル　p（二）-2-54より）

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥

土砂量算定横断図 様式-6(土)② 土砂量算定横断図

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b
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土石流により流下する土石等の量の算出

①侵食可能土砂量の算出

0-1 0 0.004 1 136 1.0 7.4 7.4 1,006.4

1-1 1 0.015 2 62 1.1 8.7 9.6 595.2

2-1 2 0.036 3 111 1.2 9.4 11.3 1,254.3

Ve (m
3
)

②運搬可能土砂量の算出

Ａ ＲT θ0 Ｃd0 λ ｆr ρ σ φ Ｃ*

(km2) (mm/day) (゜) (t/m3) (t/m3) (゜)

0.04 251.52 10.48 0.31 0.4 0.5 1.2 2.6 35 0.6

Ｖec (m
3
)

③基準地点における土石流により流下する土石等の量（Ｖ0 ）の設定

Ve (m
3
)

Ｖec (m
3
)

(m
3
)

Ｖ0 (m
3
)

土砂量計算書 様式-6(土)③ 土砂量計算書

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥

断面番号 谷次数
集水面積

(km2)
区間
番号

区間長
(m)

侵食深
d(m)

侵食幅
(m)

侵食
断面積

(m2)

侵食可能
土砂量

(m3)

侵食可能土砂量 2,856

流域面積
計画規模
降雨量

渓床勾配
流動中の
土石流の
土砂濃度

空隙率
流出

補正率
流水の密度 礫の密度

土石等の
内部摩擦角

堆積土石等
の容積濃度

運搬可能土砂量 3,727

施設効果量

土石流により流下する土石等の量

2,856

3,727

2,856

侵食可能土砂量

運搬可能土砂量

様式-6①②と整合しているか。

様式-6⑧の基準地点勾配と
整合しているか。

当該地区の降雨量となっているか。

様式-6⑩と整合しているか。

小さい方の値が
採用されているか。
（最小値1000m3）
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所在地 庄原市東城町川鳥

対策施設無し

箇所名 三草(8869隣b)

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

自然現象の種類 土石流

様式-6(土)④ 対策施設状況調査結果
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土石流

対策施設無し

自然現象の種類

様式-6(土)⑤ 対策施設の安全性確認書

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥
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発生年月日 様式-6(土)⑥

発生時刻 自然現象の種類

災害発生要因 箇所番号

発生位置（緯度） 箇所名

発生位置（経度） 所在地

重傷者

軽傷者

木造

非木造

木造

非木造

木造

非木造

死者

行方不明者

異常気象名

負傷者

連続雨量（mm）

観測所名

全壊

半壊

被災戸数（戸）

一部損壊

人的被害の状況（人）

被害

災害実績調査表

土石流
Ⅰ-1-11-8869隣b

災害規模・状況

総流出土砂量（m3）

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

災害実績無し

流下延長（m）

氾濫収終息の勾配（度）

最大礫径（m）

最大堆積土砂厚（m）

氾濫最大延長（m）

流下部平均勾配（度）

氾濫面積（m2）

平均堆積土砂厚（m）

氾濫開始地点勾配（度）

氾濫最大幅（m）

その他特記事項

最大流下幅（m）

最大24時間雨量（mm）

最大時間雨量（mm）

気象

降雨量
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P1

凡　　例 様式-6(土)⑦ 平面形状調査資料・人工構造物調査資料(1/2)

人工構造物 箇所名 三草(8869隣b)

写真撮影方向・番号 箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

所在地 庄原市東城町川鳥

自然現象の種類 土石流

P1
P2

P3

P6

P4

P5

写真と撮影位置が整合しているか。

人工構造物や河川などの撮影漏れはないか。
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P5 流下方向 P6 流下方向

P3 流下方向 P4 流下方向

P1 基準地点の状況 P2 基準地点の状況

平面形状調査資料・人工構造物調査資料(2/2)現地写真 様式-6(土)⑦

箇所名

箇所番号

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥所在地

自然現象の種類
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横断測線
番号

地盤勾
配

θ(°)

計算勾
配

θ2(°)
累加距
離L(m)

土石流の
密度

ρd(t/m3)

土石流の
濃度
Cd

粗度係
数n

土石流により流
下する土石等の

量
V(m3)

土石流ピー
ク流量

Qsp(m3/s)

土石流の
流下する
幅B(m)

土石流の流
下する幅の
計算手法

土石流の
高さh
(m)

土石流の
流速

U(m/s)

土石流の
流体力Fd
(kN/m2)

建築物の
耐力P2
(kN/m2)

判定※

土石流により流下する土石等の量V(m
3
) No.0 10.48 10.48 0 1.64 0.3078 0.1 2856 55.69 11.38 マニング型 1.09 4.51 33.12 7.20 R

No.1 11.15 10.48 40 1.64 0.3078 0.1 2856 55.69 14.51 マニング型 0.93 4.17 28.29 8.18 R

礫の密度σ(t/m3) No.2 10.44 10.44 80 1.63 0.3063 0.1 2829 55.41 29.78 レジーム型 0.61 3.06 15.23 11.62 R

No.3 9.53 9.53 120 1.58 0.2702 0.1 2222 49.34 29.78 レジーム型 0.59 2.85 12.74 12.06 R

水の密度ρ(t/m3) No.4 8.57 8.57 160 1.53 0.2352 0.1 1748 44.60 29.78 レジーム型 0.57 2.65 10.69 12.37 Y

No.5 5.65 5.65 200 1.40 0.1412 0.1 835 35.47 29.78 レジーム型 0.56 2.14 6.35 12.52 Y

堆積土砂の内部摩擦角φ(°) No.6 1.83 1.83 240 1.26 0.0410 0.1 199 29.11 29.78 レジーム型 0.70 1.41 2.48 10.33 Y

No.7 0.11 0.11 280 1.22 0.0100 0.1 46 27.59 29.78 レジーム型 1.58 0.59 0.43 5.56 Y

堆積土砂の容積土砂濃度Ｃ*

基準地点の地盤勾配θ'(°)

レジーム係数α

レジーム累乗係数β

著しい危害のおそれのある土地の判定表

各パラメータ

2,856

2.6

1.2

35

0.6

※R：著しい危害のおそれのある土地の区域     Y：危害のおそれのある土地の区域

10.48

4

0.5

著しい危害のおそれのある土地の判定表

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

様式-6(土)⑧

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

様式-6③と整合しているか。

縦断的に基準地点の勾配として妥当か。（5～20°）

システム
出力値

参
考

資
料
-
5
-
5
6



No.0 1.09 33.12 ●

1m 1.09 33.00 ●

2m 1.09 32.88 ●

3m 1.08 32.76 ●

4m 1.08 32.64 ●

5m 1.07 32.52 ●

6m 1.07 32.40 ●

7m 1.07 32.28 ●

8m 1.06 32.16 ●

9m 1.06 32.04 ●

10m 1.05 31.92 ●

11m 1.05 31.80 ●

12m 1.05 31.68 ●

13m 1.04 31.55 ●

14m 1.04 31.43 ●

15m 1.03 31.31 ●

16m 1.03 31.19 ●

17m 1.03 31.07 ●

18m 1.02 30.95 ●

19m 1.02 30.83 ●

20m 1.01 30.71 ●

21m 1.01 30.59 ●

22m 1.01 30.47 ●

23m 1.00 30.35 ●

24m 1.00 30.23 ●

25m 0.99 30.11 ●

26m 0.99 29.98 ●

27m 0.99 29.86 ●

28m 0.98 29.74 ●

29m 0.98 29.62 ●

30m 0.97 29.50 ●

31m 0.97 29.38 ●

32m 0.97 29.26 ●

33m 0.96 29.14 ●

34m 0.96 29.02 ●

35m 0.95 28.90 ●

36m 0.95 28.78 ●

37m 0.95 28.66 ●

38m 0.94 28.54 ●

39m 0.94 28.41 ●

No.1 0.93 28.29 ●

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

⑧

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

著しい危害のおそれのある土地の判定表（境界）

著しい危害のおそれのある土地の判定表（境界）

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

横断線測線番号
および

相対距離

横断線測線番号
および

相対距離 力が50kN/m2

超える
力が50kN/m2

超える

土石流の高さが1ｍを超える区域の判定表（上流側）

土石流の高さが
1m以下の区域

土石流の高さが1mを超える区域土石流の
高さ　h
（m）

土石流の
流体力 Fd

（kN/m2） 力が50kN/m2

以下

土石流の
高さ　h
（m）

土石流の
流体力 Fd

（kN/m2）

土石流の高さが1ｍを超える区域の判定表（下流側）
土石流の

高さが
1m以下の

区域

土石流の高さが1mを超える区域

力が50kN/m2

以下

様式-6⑧と整合しているか。

様式-6⑧と整合しているか。

様式-1に示す採用値が着色されているか。

参
考

資
料
-
5
-
5
7



Ｘ　座　標

Ｙ　座　標

□　日本測地系

■　世界測地系

□　任意座標系

様式-6(土)⑨ 点の記または基準点位置図

自然現象の種類 土石流

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

所在地 庄原市東城町川鳥

点　の　記

作成不要

測　点　名
観 測 年 月

標識の種類

所　在　地
箇 所 番 号

箇　 所　 名

位置図

写真

標　　　　高

備考

使用した
座標系
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土石流の流下方向

基準地点

縦断測線

横断測線

土石流の
流下方向の
設定根拠

基準地点直下より土石流の直進性を考慮して谷の開口方向に直線的に設定した。

所在地 庄原市東城町川鳥

基準地点の
設定根拠

谷幅が広がり始める谷出口を基準地点とした。

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b

箇所名 三草(8869隣b)

様式-6(土)⑩ 流下方向ならびに基準地点の設定

自然現象の種類 土石流

設定根拠が図と合っているか。

凡例どおりの内容が記載されているか。

ほかに候補が考えられないか。

平面的に基準地点として妥当か。
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所在地 庄原市東城町川鳥木造 非木造

箇所名 三草(8869隣b)公共的建物 要配慮者利用施設

様式-6(土)⑪ 世帯数・人家戸数及び公共施設調査

箇所番号 Ⅰ-1-11-8869隣b戸建住宅 共同住宅

自然現象の種類 土石流

記載漏れはないか。
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三草(8869隣b)

その他様式-6(土)⑫

Ⅰ-1-11-8869隣b

自然現象の種類 土石流

作成不要

箇所番号

所在地 庄原市東城町川鳥

箇所名
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測点 X Y 備考 測点 X Y 備考

様式-7(土)

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

警戒区域読み取り座標表

座標表示
公共座標（世界測地系絶対座標） 公共座標（日本測地系絶対座標）

読取座標（世界測地系絶対座標）

警戒区域読み取り座標表

読取座標（日本測地系絶対座標）

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

作成不要
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測点 X Y 備考 測点 X Y 備考

様式-8(土)

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

作成不要

読取座標（日本測地系絶対座標）

特別警戒区域座標管理表

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

特別警戒区域座標管理表

座標表示
公共座標（世界測地系絶対座標） 公共座標（日本測地系絶対座標）

読取座標（世界測地系絶対座標）
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●

測点 X Y 備考 測点 X Y 備考

№1 -116201.01 95894.89

№2 -116238.76 95881.70

№3 -116284.86 95884.59

№4 -116330.96 95887.48

№5 -116354.01 95888.93

№6 -116377.06 95890.37

№7 -116425.46 95893.41

№8 -116319.77 95677.58

№9 -116292.83 95720.77

№10 -116279.46 95738.82

№11 -116266.68 95758.06

№12 -116241.13 95796.53

№13 -116215.58 95835.01

№14 -116189.84 95873.79

参考-1(土)

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

警戒区域読み取り座標表（システムによる）(1/1)

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

警戒区域読み取り座標表（システムによる）(1/1)

座標表示
公共座標（世界測地系絶対座標） 公共座標（日本測地系絶対座標）

読取座標（世界測地系絶対座標） 読取座標（日本測地系絶対座標）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

図示された測点（折れ点）に不要な点はないか。

座標表示は正しいか。
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●

測点 X Y 備考 測点 X Y 備考

№1 -116195.10 95883.71 基準地点

№2 -116197.28 95887.81

№3 -116234.45 95873.01

№4 -116270.60 95855.87

№5 -116308.78 95842.83

№6 -116295.88 95816.84

№7 -116260.05 95834.63

№8 -116228.00 95860.01

№9 -116191.95 95877.76

参考-2(土)

自然現象の種類

箇所番号

箇所名

所在地

特別警戒区域読み取り座標表（システムによる）(1/1)

土石流

Ⅰ-1-11-8869隣b

三草(8869隣b)

庄原市東城町川鳥

特別警戒区域読み取り座標表（システムによる）(1/1)

座標表示
公共座標（世界測地系絶対座標） 公共座標（日本測地系絶対座標）

読取座標（世界測地系絶対座標） 読取座標（日本測地系絶対座標）

1
2

3

4

5

6

7

8

9

図示された測点（折れ点）に不要な点はないか。

座標表示は正しいか。
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1／2工程別チェックシート（案） （地すべり）

Ver.H28.11

１．調査対象箇所の確認

確認内容：調査対象区域が適切に抽出・整理されているかを確認する。

確認成果：基礎調査箇所位置図〔地すべり〕（1/2500～1/25000）、調査対象箇所一覧表

基礎調査会社において，調書の内容について事前に照査を行っている。

新規抽出の条件設定は正しいか。
（過疎地域・都市計画区域は考慮されているか。）

人家等のない箇所がある場合、開発可能地は条件を満たしているか。

開発計画の策定区域を確認しているか。

既往箇所と新規抽出箇所が整理されているか。
（地すべり防止区域，地すべり危険箇所等）

1/25,000または同等以上の大縮尺地形図を用いているか。

土砂災害防止法で適用する地すべり範囲を把握しているか。

対象外の地すべりと想定外の移動機構について把握しているか。

２．資料調査・机上調査

確認内容：調査対象箇所を抽出するための資料収集・机上調査（判読）が適切に行われているか確認

確認成果：基礎調査箇所位置図〔地すべり〕（1/2500～1/25000）、判読図、様式-5（地）

地すべり危険箇所調査報告書（最新版）を確認しているか。

該当地区の空中写真（新旧２種類以上）で確認しているか。
また、大縮尺で精度の良い写真確認及び利用しているか。

地質図（1/50,000または同等以上の大縮尺）は確認しているか。

1/2,500以上の地形図を用いて作業を実施しているか。

机上調査により作成する図面・調書が整理されているか。

３．現地調査及び設定条件の確認

確認内容：必要な調査、設定が行われているか確認する。

確認成果：現地調査結果図、様式-3（地）、様式-4（地）、様式-5（地）

地すべり地形、地質の確認が行われているか。

地すべりブロック全体の輪郭、末端部の確認は適切か。

地すべりの滑動徴候が確認されているか。

地すべりの規模（方向、幅、長さ）及び地形区分図の記載は適切か。
（運動方向の確認がされているか）
地すべり対策施設の確認、状況調査及び地元住民等からの聞き取り調査
が実施されているか。
現地踏査後の総合評価は適切か。
（現地調査により確認されたことがわかりやすく整理されているか）

４．土質調査

確認内容：土質定数を確認する。

確認成果：様式-5（地）

土石等の単位堆積重量（γ）は妥当か。
また，決定根拠資料は適切に作成されているか。

土石等の内部摩擦角（φ）は妥当か。
また，決定根拠資料は適切に作成されているか。

備考チェック項目

備考

備考

備考

チェック項目

チェック項目

チェック項目

地
す
べ
り

地
す
べ
り

確認内容

確認内容

地
す
べ
り

確認内容

共
通

(

口
頭
確
認

)

地
す
べ
り

確認内容

照査結果凡例

○：修正不要 △：要確認 ×：修正必要 －：照査対象ではない
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2／2工程別チェックシート（案） （地すべり）

照査結果凡例

○：修正不要 △：要確認 ×：修正必要 －：照査対象ではない

５．対策施設等状況調査及び過去の災害実績調査

確認内容：対策施設の状況調査および効果評価について確認する。

確認成果：様式-2（地）、様式-3（地）、様式-4（地）、様式-5（地）

対策施設の状況調査は妥当か。
（施工記録の把握、現地調査による把握等）

対策施設に対する効果評価は妥当か。
（対策施設の変状、観測データ等の把握）

過去の災害実績の確認をしているか。

６．危害のおそれのある土地等の設定

確認内容：危害のおそれのある土地、著しい危害のおそれのある土地の設定区域について確認する。

確認成果：様式-1（地）、様式-3（地）、様式-4（地）、様式-5（急）

危害のおそれのある土地

区域設置対象の地すべりブロックの選定は適切か。

地すべりブロックの確定度ランクの区分は適切か。

判定基準の資料が適切に作成されているか。

対策施設の効果評価が適切に反映されているか。

明らかに土石等が到達しない土地（河川・掘割道路等）の設定は妥当か。

危害のおそれのある土地の区域が適切に表示されているか。
（運動方向に対して適切に設定されているか）
（下方は下端から最大250m以内となっているか）

著しい危害のおそれのある土地

現地調査等により求められたデータを用いて、著しい危害のおそれのある
土地の設定をしているか。

地質調査等により求めた土質定数等を使用して計算されているか。

移動土塊の堆積の力及び建築物の耐力は告示式により求められている
か。

対策施設がある場合、効果評価が適切に反映されているか。

地すべり下方の区域設定は妥当か。
（運動方向に対して適切に設定されているか）
（最大60m以内となっているか）
区域設定における計算等の取り決め（計算結果の表示桁数）が適切に反
映されているか。

備考

備考

チェック項目

チェック項目

地
す
べ
り

地
す
べ
り

確認内容

確認内容
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H28.11ver

確認日：

確認者：

チェック 項目

印刷をして全体を確認した

背景図（地形図）について

レイヤの順番は間違いない。（土石流Y→急傾斜Y→土石流R→急傾斜R）

背景図が最背面になっている。

〇印，文字のレイヤが最前面になっている。

背景図が明瞭に表示されている。

位置図の体裁について

位置図のラベルは見本通りとなっているか。小学校区，事象を記載している。

例）土砂災害警戒区域・特別警戒区域位置図（●●小学校区）【土石流・急傾斜】（1/2）

広域図を記載している。

広域図内に当該地区の範囲が四角の赤枠で記載されているか。

縮尺は記載していない。

距離標を記載している。

作成年月（公表月）を記載している。

凡例について

公表時（各戸配布）の図面であり，公表時の凡例の見本通りとなっている。

指定時（各戸配布）の図面であり，指定時の凡例の見本通りとなっている。

区域について

凡例通りの色となっている。

土石流・急傾斜地・地すべりの区別ができる。

Y区域，R区域が明瞭に表示されている。

重複した区域が消えていないか。

土石流で基準地点のみに出ているR区域が判別できる。

R区域の力の区分は表示しない。

流域界は表示しない。

急傾斜地の下端線（法尻線）は表示しない。

指定済・公表済の区別が出来ている。

土石流（公表済見直し），土石流（指定済見直し）の区別が出来ている。

隣接小学校区の指定・公表状況は最新のものを反映している。

公表済区域はすべて網羅しているか。

小学校区について

小学校区の区分線及び小学校区名は水色となっている。

小学校区名に間違いはない。○○小学校区となっている。

隣接する小学校区名も明記している。

位置図作成のチェックリスト
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位置図作成のチェックリスト

ランドマークについて

道路を茶色で記載している。道路名を記載している。

一般国道，主要地方道を記載している。

一般国道，主要地方道が一路線以下の場合は，一般県道を記載している。

JRの路線は黒の点線で記載している。路線名を記載している。駅名を記載している。

その他のランドマークは黒丸，黒文字で記載する。（JRの駅，学校，官公庁など）

記載したランドマークで住民が地図の位置を把握できる。出来ない場合は，適宜ランドマークを追加している。

要配慮者利用施設について

各市町における地域防災計画の要配慮者利用施設と一致している。

要配慮者利用施設を指定した色（見本は緑色）で記載している。

○の外枠は黒色で中を指定した色（見本は緑色）で塗りつぶしている。

施設名を凡例と同色で記載している。

要配慮者利用施設は，土砂災害警戒区域内の施設のみを記載している。

要配慮者利用施設の名称，位置に間違いはない。

避難場所について

名称は最新の地域防災計画と一致している。（避難所，避難場所，緊急避難場所）

凡例の色はHMの色と整合をとっている。※

○の外枠は黒色で中を指定した色で塗りつぶしている。

避難場所の名称を凡例と同色で記載している。

避難場所は土砂災害のものに限っている。（あるいは，ほかの災害と区別している）

避難場所の名称，位置に間違いはない。

最終図面を市町に確認した。

箇所名について

土石流（新規）は凡例通り青で箇所名を記載している。

急傾斜地（新規）は凡例通り赤で箇所名を記載している。

既指定，既公表箇所は凡例通りの色で箇所名を記載している。

公表時においては，結果一覧表の箇所を漏れなく記載している。

指定時においては，既公表の箇所を含めて漏れなく記載している。

注釈について

要配慮者利用施設は，土砂災害警戒区域内の施設のみ記載しています。という注釈を記載している。

都市計画図が背景図の場合，複製承認の番号を記載している。

国土地理院発行の25,000分の1地形図を掲載している。を記載している。

小学校区の範囲はおおよその範囲です。という注釈を記載している。

避難場所に関する注釈は，市町と確認した上で記載している。

※市が既にHMを作成し，避難場所・要配慮者利用施設の色を決めている場合は，それに準拠すること
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